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におけるパートナーとして認めているような姿勢を示すようになる。 1 9 10年代の「排除と分



















3 月1 日 の元山 【附表1 ，2 ，27】 を始め と し て ， 以後4 月初め に至る ま で各地で 自衛団の活
動が行われた。 3 月 1日から 14日までの 15日間，各地の憲兵，警察，軍隊は死者 10人，負傷
者 15人を出したが，在朝日本人は 9人の負傷者を出しており，決して少ないとは言えなしい)。
この数値は，示威運動に対する初期対応過程における在朝日本人自衛団の役割を語っているの









分類 番号 月日 内 勾仕4て， 道 府・郡 典 拠
3.1 警察，憲兵，在郷軍人が永興湾要塞に 戚鏡北道 元山府 朝鮮独立運動 I， p.311
て警戒。
2 3.2 在郷軍人会，憲兵および警察と共に要 戚鏡北道 フじ山府 現代史資料 25， p.89
塞警戒。
3 3.4 憲兵隊と在郷軍人が協力して警戒。 黄海道 載寧郡 道長官報告綴 2
4 3.4 宣川邑内にて在郷軍人会，内地人が警 平安北道 宣川郡 尽城日報 0308 (7 夕 )
察に協力警戒を援助。 現代史資料 25， p.292
朝鮮独立運動 I， p.322
道長官報告綴 2
5 3.5 亀岩里にて騒擾。裡里より応援憲兵が 全羅北道 沃溝郡 道長官報告綴 2
派遣され，在郷軍人と協力して警戒。
6 3.7 在郷軍人会の市街警備に対して居留民 平安南道 平壌府 尽城日報 0308 (7 タ )
がタバコ，清酒などを寄贈。
7 3.8 龍山本町朝鮮総督府官房総務局印刷所前 京畿道 京城府 道長官報告綴 2
にて朝鮮人職工 200名が万歳示威，鎮
圧・解散。軍隊と消防隊が協力警戒。
8 3.10城津にて在郷軍人，消防組員，職工組 威鏡北道 城津郡 道長官報告綴 2
員等協力して徹夜警戒。
9 3.10 内宗里にて在郷軍人が憲兵，歩兵と協 黄海道 載寧郡 現代史資料 25， p.304
力して警戒。 朝鮮独立運動 I， p.349
10 3.10在郷軍人分会および消防組が警察と協 忠清南道 論山郡 朝鮮独立運動 I， p.350
力して警戒活動。
1 3.11 城津，在郷軍人，消防組員，職工組員等が 戚鏡北道 城津郡 道長官報告綴 2
市中 3ヶ所に夜警所を設けて徹夜警戒。
自衛 12 3.11 在郷軍人が警察と協力警戒。 慶尚北道 迎日郡 現代史資料 25， p.306
朝鮮独立運動 I， p.354
13 3.13警察署が消防組を百集して警戒に従事 全羅北道 全介|郡 道長官報告綴 2
させる。
14 3.14在郷軍人会および消防組合が警察と協 全羅南道 霊光郡 現代史資料 25， p.312
力して警戒。
15 3.15東海面龍原にて約 5， 000名が憲兵分遣 戚鏡南道 吉州郡 朝鮮独立運動 I分， p.l06
所襲撃したが，発砲により一時解散。 現代史資料 26， p.329
また，面事務所，面長私宅を焼き払
L 、 c 内地人20 余名 は憲兵分遣所に避
難，軍万，拳銃を所持して自衛。
16 3.16 泰仁面事務所附近にて騒擾。鎮圧後， 全羅北道 井巴郡 道長官報告綴 2
警察官，憲兵が内地人在住者と協力し
て徹夜警戒。
17 3.23 安東在留の内地人で構成された自衛団 慶尚北道 安東郡 朝鮮独立運動 I分， p.l07
が郡庁，裁判所，病院並び内地入居住 現代史資料 26， p.330
地の警戒に任ずる。
18 3.26一時中止していた夜警を再開。予備消 平安南道 平壌府 尽城日報 0330
防組全員出動。
19 3.27 兼二浦にて組頭西予備少尉以下義勇消 平安南道 黄州、|郡 尽城日報 0330 (29 タ)
防組員 80余名が警察と協力して警戒。
20 3.28 広州郡松域里その他の内地人は各自白 尽畿道 広州郡 道長官報告綴 2
衛することを決議。





分類 番号 月日 内 月仕ヤ 道 府・郡 典 拠
22 3.29 水原警察署員が歩兵，消防組員と協力 尽畿道 水原郡 朝鮮独立運動 I， p.484
して警戒。
23 4.1 発安場にて小学校教員等 9名が武装し 尽畿道 水原郡 現代史資料 26， p.310
て警察および歩兵と徹夜警戒。
自衛 24 4.3 安城附近一般の治安不安により内地人男 尽畿道 安城郡 現代史資料 26， p.310子は全部武装，女子は一家に集まる O
25 4.13 13 日夜放火あ り 。 夜警団を設けて警戒。 江原道 伊J I I郡 道長官報告綴 4
26 4.27議政府にて騒擾，周辺地域から邑内に殺 尽畿道 楊州郡 道長官報告綴 6
到。内地人は銃器，護身具を持って集合，
憲兵が出動して留守中の駐在所を警備。
27 3.1 在郷軍人会，消防組合が不威鎮圧，警 戚鏡北道 冗山府 現代史資料 25， p.113, p.286
戒。 朝鮮独立運動 I， p.310
28 3.3 戚興警察署警務部より消防組員 40名， 戚鏡南道 戚興郡 二・一独立運動 3， p.282
在郷軍人 75名を招集。市中警備並び 現代史資料 25， p.351-352
に検束者の警戒に当てる。
29 3.3 兼二浦にて内地人および朝鮮人労働者が 黄海道 黄州郡 尽城日報 0308 (7 タ)
教会堂に乱入，破壊。内地人 2名検挙。 朝鮮独立運動 I， p.329
道長官報告綴 2
30 3.4 陽徳里にて内地人金融組合理事が警察 平安南道 陽徳郡 京城日報 0308 (7 夕)
を応援鎮圧中，重傷を受ける。 朝鮮独立運動 I， p.325
31 3.4 6，000 人が蜂起， 軍隊， 在郷軍人， 内 平安北道 宣川郡 現代史資料 25， p94
地人が協力して示威鎮圧。
32 3.5 朝鮮人が憲兵分隊を襲撃，憲兵，内地 平安南道 陽徳郡 現代史資料 25， p.113
人が協力して対抗。 朝鮮独立運動 I， p.324
33 3.8 在郷軍人，民間人が軍隊・警察を応援 平安北道 宣川郡 現代史資料 25， pI94, p.111
して示威鎮圧。
34 3.10 城津にて在郷軍人会全部武装して警察 威鏡北道 城津郡 尽城日報 03 1 3 02 夕)
と協力，示威鎮圧。
鎮圧 35 3.10 陸軍記念日参集してた在郷軍人 40余 忠清南道 論山郡 現代史資料 25， p.305名が警察を応援，示威鎮圧。
36 3.11 城津，在郷軍人，消防組員，職工組員等 戚鏡北道 城津郡 道長官報告綴 2
100 余名が警察と協力 し て示威鎮圧。
37 3.16 湖東面羅津浦にて約 10 0名騒擾。憲兵 黄海道 延白郡 道長官報告綴 4
および内地入居住者協力して鎮圧。
38 3.17 面事務所員が警察と協力して不威鎮圧。 戚鏡南道 北青郡 現代史資料 25， p.324
39 3.18朝鮮人 700余名が留置中の耶蘇教徒奪 慶尚北道 盈徳郡 現代史資料 25， p.137
取を企図，漁夫 60名が警察を応援し
て鎮圧。
40 3.18 湖南里・海域里の暴民が巴内突入を企 黄海道 延白郡 道長官報告綴 4
図し，昌内の暴民が呼応，総数 2， 000 現代史資料 25， p.320
名以上。延安邑内の在郷軍人が憲兵を 朝鮮独立運動 I， p.396
応援して示威鎮圧。
41 3.20 朝鮮人 300余名が被告人奪還のため陳 慶尚南道 陳川郡 現代史資料 25， p.323
川警察署襲撃。署長以下 6名の少数で 三・一独立運動 3， p.323
苦戦中，消防夫その他 8名が協力(猟 道長官報告綴 2
銃を使用) ，鎮圧。
42 3.26震島にて消防子が警察と協力して鎮 尽畿道 両陽郡 現代史資料 25， p.332




分類 番号 月日 内 容 道 府・郡 典 拠
43 3.27京安里にて約 3， 000名が広州郡庁に押 尽畿道 広州郡 三・-独立運動 3， p.312
し寄せる O龍仁分隊と在郷軍人が協
力，銃器を使用して鎮圧。
44 3.28酒幕里にて 1， 500余名が郡庁別で、不威 尽畿道 広州郡 朝鮮独立運動 I， p.525
運動，郡庁および郵便局へ投石。憲兵
および在郷軍人が発砲，鎮圧。
45 3.30東倉にて朝鮮人 400余名が被告人奪還 黄海道 安岳郡 現代史資料 25， p.185, p.339
のため駐在所襲撃，在郷軍人が警察と 道長官報告綴 4
協力して鎮圧。
鎮圧 46 4.1 付近各面より集まった暴民 500名が市場 平安北道 義州、|郡 道長官報告綴 4通りにて万歳示威。憲兵，巡査，消防夫，
在郷軍人等が守備兵と協力して鎮圧。
47 4.3 朝鮮人 200余名が警察官駐在所に来 忠清南道 論山郡 現代史資料 25， p.354
襲。在郷軍人が協力して鎮圧。
48 4.4 裡里にて消防隊，市民が憲兵と連合し 全羅北道 益山郡 尽城日報 0405
て示威首魁者多数を検挙，鎮圧。
49 4.4 江景にて 500名不威，発砲解散。在郷 忠清南道 論山郡 現代史資料 25， p.175
軍人が警察を応援中一名負傷。
50 4.5 進永憲兵駐在所に 2，000余名来襲，兵 慶尚南道 金海郡
器を使用して鎮圧。内地人 4名負傷。
51 3 月 開井面にて狩猟中の内地人(在郷軍 全羅北道 沃溝郡 尽城日報 0327
人)が山中で朝鮮人と遭遇，朝鮮人が
鉄砲を奪おうとしたが，腕力で退治。
52 4.8 米穀商店員が朝鮮人数名と遭遇，万歳 忠清南道 鳥致院 尽城日報 04 1 4
衝突 を強要されたが，格闘，逃走。
53 5.7 大成面にて水野喜太郎が自宅目IJで、朝鮮人 慶尚北道 清道郡 現代史資料 25， p.385
20 人 に説諭→朝鮮人が反抗す る こ と に
対して小刀で攻撃→朝鮮人 300余名が水
野家を襲撃，水野外 2名を殴打。
54 3 月 内地人雑貨商襲撃。 尽畿道 71<原郡， 尽城日報 04 1 7
振威郡，
安城郡
55 3.4 砂川憲兵隊駐在所が襲撃され，憲兵 4 平安南道 江西郡 京城日報 0308 (7 タ)
人全員が死亡。上等兵の妻は脱出。
56 3.4 400 名が憲兵分遣隊を襲撃。 内地婦人 平安南道 成川郡 道長官報告綴 2
小児避難する。
57 3.9 朝鮮人資産家が貸家もしくは貸地する 尽畿道 安城郡 京城日報 0309 (8 タ )
内地人に退去を迫る。 現代史資料 25， p.300
被害 朝鮮独立運動 I， p.337
58 3.11 域津にて朝鮮人 700余名が不威，内地 戚鏡北道 城津郡 尽城日報 03 1 3
人 l名を捕まえて乱打，気絶させる。 朝鮮独立運動 I， p.353
三・ー独立運動 3， p.286
道長官報告綴 2
59 3.13密陽にて朝鮮人妻を持つ内地人に殺害脅 慶尚南道 密陽郡 道長官報告綴 2
迫。内地人資産家 4， 5 名が釜山に避難。
60 3.13居住内地人に家崖の明渡しを迫る。 慶尚北道 慶州郡 現代史資料 25， p.312
61 3.20郡北にて約 3， 500名が駐在所に押し寄せ 慶尚南道 戚安郡 朝鮮独立運動 I分， p.l07
る。実弾射撃，銃剣使用して解散。この 朝鮮独立運動 I， p.405,




分類 番号 月日 内 容 道 府・郡 血 拠
62 3.20府内山手町貸座敷島桜の板塀に放火。 全羅北道 群山府 二・一独立運動 3， p.262
63 3.21 草涙面にて騒擾発生，発砲鎮圧。内地 慶尚南道 陳川郡 道長官報告綴 2
人 46名が陳川邑内に避難。
64 3.21 約 300 名が巡査駐在所を破壊 し て， 次 慶尚北道 安東郡 二・一独立運動 3， p.267
いで内地人商店を破壊。材木を積み放
火。
65 3.23 内地人の老幼婦女が守備隊内に避難。 慶尚北道 安東郡 現代史資料 26， p.330
66 3.23 任実郡屯南面事務所及内地人!占舗三戸 全羅北道 任実郡 二・一独立運動 3， p.263
を破壊，比較的高価の日用雑貨および 道長官報告綴 2
農具を略奪。
67 3.26拳銃を所持した朝鮮人が内地人家に侵 尽畿道 清涼里 現代史資料 25， p.332
入，猟銃を奪おうとしたが失敗。 京城日報 0328 (27 夕 )
68 3.26一山里にて朝鮮人 500余名が面事務所 尽畿道 品陽郡 現代史資料 25， p.332
を襲撃，面書記負傷。
69 3.28 内地人避難してーヶ所に集合。 尽畿道 広州、|郡 道長官報告綴 4
70 3.28上西面にて 1， 000名が不威運動。邑内 江原道 華川郡 道長官報告綴 2
に押寄せて江原道土木工夫の内地人 I
名行方不明。→翌日無事発見。
71 3.28 岐梧面書堂にて 100名騒擾。駐在所， 江原道 金化郡 道長官報告綴 2
郵便所，内地人雑貨商に投石。
72 3.29鳥山にて多数の朝鮮人が郵便局，警察 尽畿道 71<原郡 尽城日報 0403 (2 タ)
官駐在所，面事務所に来襲。内地人住 朝鮮独立運動 I， p.484
家 11戸の戸扉を破壊。 道長官報告綴 4
被害 73 3.29 水原市内にて示威運動，内地人商店に 尽畿道 水原郡 朝鮮独立運動 I， p.484投石，窓ガラス破壊。
74 3.31 陽城にて朝鮮人が駐在所，郵便所，面 京畿道 安城郡 朝鮮独立運動 I， p.504
事務所を襲撃。内地人家屋 2戸の商品
家具全部を屋外に搬出して焼段。
75 4 月 木川地方の在留内地人中，一部が内地 忠清南道 天安郡 現代史資料 25， p.402
にヲ|揚。
76 4.1 発安里にて内地人家屋に放火。内地人が 京畿道 水原郡 道長官報告綴 4
退去を迫られ，婦人小児 43名が避難。 現代史資料 26， p.310
77 4.1 海州にて 300余名が示威運動。内地人 黄海道 海州郡 朝鮮独立運動 I， p.490
家屋数戸に投石，窓ガラス破壊。
78 4.1 江景にて内地人商店に放火未遂。 忠清南道 論山郡 朝鮮独立運動 I， p.489
79 4.1 正安面広苧里にて 600名騒擾。巡査駐 忠清南道 公州郡 道長官報告綴 4
在所を破壊，内地人家屋の窓ガラスを
破壊。
80 4.1 青川市場在住内地人は全部米院・清州 忠清北道 梅山郡 道長官報告線 4
方面に避難。
81 4.1 朔川にて内地人に物資供給を拒否。 平安北道 朔州郡 朝鮮独立運動 I， p.492
82 4.3 全羅北道書記明石翁助家屋に放火。 全羅北道 全州郡 三・一独立運動 3， p.262
83 4.3 朝鮮人 200 "- 300 余名が不威， 内地人 忠清北道 永同郡 三・一独立運動 3， p.260
を脅迫，万歳を強要。
84 4.3 巴内朝鮮人が内地人に物資を供給せず。 平安北道 が月十卜|郡 現代史資料 25， p.349
85 4.4 天宜にて朝鮮人が駐在所を襲撃，巡査 忠清南道 瑞山郡 朝鮮独立運動 I， p.508 ,





分類 番号 月日 内 容 道 府・郡 典 拠
86 4.6 朝鮮人が内地人に退去を迫る。 慶尚南道 密陽郡 現代史資料 25， p.359
87 4.6 天宜在留の内地人 14名，瑞山に引揚げ、。 忠清南道 瑞山郡 現代史資料 25， p.357
88 4.7 海チ|、|にて内地人家屋に投石。 黄海道 海川郡 朝鮮独立運動 I， p.546, p.609
89 4.10清道面仁山里にて，朝鮮人 50余名が 慶尚南道 密陽郡 朝鮮独立運動 I， p.599 ,
内地人に独立万歳強要。投石，暴行。 p.602 , p.643
90 4.13 内地人廃業。 戚鏡南道 甲山郡 現代史資料 25， p.198
91 4.13 戚興公立小学校倉庫，内地人家屋及鮮人家 戚鏡南道 戚興郡 現代史資料 25， p.373
屋各ーより出火，倉庫全焼。放火と推定。
92 4.15 内地人との売買取引を絶せよとの撒文 黄海道 信J I I郡 道長官報告綴 4
が各面に配布される。
93 4.17 大郎府弄以下府庁員 5名が琴湖江で釣 慶尚北道 達城郡 現代史資料 25， p.403
魚、中， 10 余名の朝鮮人か ら侮辱， 投石
されて釣魚を妨害される。また，帰路
被害 で投石される。
94 4.22 夢金浦市場にて朝鮮人 100余名が郵便局 黄海道 長淵郡 現代史資料 25， p.382
および内地人雑貨商の窓ガラスを破壊。
95 5.3 朝鮮人が内地人の雇用に応ぜず。内地 慶尚南道 昌原郡 現代史資料 25， p.411
人商店に代金を支払わず。内地人田畑
の作物を盗む。
96 5.3 朝鮮人が内地人の商店に入札退去を 慶尚南道 昌原郡 現代史資料 25， p.411
迫る。





98 5.8 北門附近にて朝鮮人 I名が通行中の内 尽畿道 尽城府 朝鮮独立運動 I， p.699
地人に独立万歳を強要，脅迫。
99 3 月 平壌公立第一普通学校長宮本作之函外 平安南道 平壌府 京城日報 0322 (21 タ )
教員，民心鎮静に努力。
100 3.8 愛国婦人会，軍隊憲兵警察および暴動 京城日報 0309 (8 夕 )
による死傷者慰問を準備中。
101 3.10愛国婦人会尽城支部，尽城府内の憲共お 尽畿道 京城府 尽城日報 03 1 2 (I I タ )
よび警察職員にタバコと菓子を寄贈。
その 102 3.15 京城商業会議所の大村書記長が朝鮮人 尽畿道 尽城府 現代史資料 25， p.312
他 商人に閉店を勧告。




104 4.1 平壌歩兵第七十七連隊のー隊が鎮南浦に駐 平安南道 鎮南浦府 尽城日報 0403 (2 タ )
屯，宿舎は在郷軍人分会事務所を使用。
典拠一覧
現代史資料 25→萎徳相編 rc現代史資料 25)朝鮮(一)三・一運動(一) j C みすず書房， 1965 年)
現代史資料 26→同 rc現代史資料 26)朝鮮(二)三・一運動仁JJ Cみすず書房， 1965 年 )
朝鮮独立運動 I→金正明編 rc明治百年史叢書)朝鮮独立運動 I j C原書房， 1967 年)
朝鮮独立運動 I分→同 rc明治百年史叢書)朝鮮独立運動 I分冊」
三・一独立運動 3→市川正明編 rc明治百年史叢書 326・朝鮮独立運動別冊)三・一独立運動 3JC原書房， 1984 年)
道長官報告綴 2→「騒擾事件ニ関スル道長官報告綴』第二冊 09 19年，韓国国史編纂委員会所蔵)，他も同様
京城日報 0403 C2 タ) → 「京城日報j 1919 年4 月3 日C 2 日 夕刊 ) ， 他 も 同様
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圧がなされた点で注目される。かかる自衛団の活動は， 4 月9 日 を境に示威運動が退潮期に入





1910 年11 月発会 し た帝国在郷軍人会は， 支部を連隊区， 警備隊区司令部所在地に， 分会を
各市区町村に置くようになっていた8)，朝鮮各地においても組織が行われ，既に 1 911年 12月
現在，光州，清川，海州，公州，京城，晋州，平壌，義リ、卜I，威興，鏡城，大郎，金州、I，春川の
13 箇所の支部が結成さ れ， そ の傘下に68 箇所の分会が成立 し てい るへ ま た ， 1911 年の夏の










ある。武装自衛団の自衛・鎮圧活動の中には，銃器を使用した事例も確認される【附表 1 5， 26,
41, 43, 44】。1918 年12 月 現在， 民間 の 日 本人が保有 し て い た銃器 は総計23，384 丁 (軍用銃
1 ，775 了， 拳銃 4，222 丁， 杖銃166 丁， 猟銃17，167 丁， そ の他 54 丁) で， そ の大部分が猟銃と は いえ，









27】 を除いて は見当た ら な い。 軍警と協力 して警戒活動を行 っ た例が幾っか確認さ れ る だけで
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方法を採っている J (3 月26 日 ) ， I 日本の軍隊， 憲兵， 警察， そ し て苦力達が， 刺 し ， 撃ち ，
蹴り，殴り，斬り，そしてつるはしで打つ残虐行為[……]J(3 月28 日 ) ， I 日 が暮れた後， 朝
鮮人が街に出て行くのは極めて危険である。何の警告もなしに，警察や憲兵，日本人苦力達に







































を「火災の予防其の他一般の警戒」に限定， I直接鎮圧に従事」 さ せず， 特に守備軍駐屯以降




















処を要請することもあったが， I警察当局へ生徒ノ 状況平素各生徒ノ 心情素行年齢本籍地下宿










コ卜ヲ誓ヒシヲ以テ全部ヲ卒業セシメタリ」とあり， 3 月卒業予定の本科生徒に対 して も 「一
人毎ニ之ヲ召喚シテ騒擾勃発前後ノ行動ヲ調査シ[……]頑冥ニシテ独立ヲ主張スルモノナド
アリ此ノ如キモノニ対シテハ再三，再四召喚シテ之ヲ諭シ其ノ行動ノ非ナリシヲ悟jレ、ニ至リ
テ初メテ卒業証書ヲ授与」することで， I卒業証書ノ 授与ハ一人毎ニ之 ヲ 行 フ ノ 止ム ヲ 得サル
次第ナリシガ学校長ハ職員列席ノ上ニテ一々更ニ懇切ニ之ヲ諭シテ詔書ヲ授与セシヲ以テ其ノ
回数実ニ四十二回(卒業生百二十二)ノ多キニ及ビ全ク終了セシハ実ニ七月十四日ノ事ナリキ」















して，結局開店協議は決裂に終ったことがある(開店したのは 4 月下旬) 28)。また，大郎において




























を購入せさること J. I家屋及土地は内地人よ り 時価以上に買上け内地人に は売渡さ さ る こ と J .
「借家は内地人には絶対に貸与せさること」等を掲げて活動した組合組織「共益商会」のよう
に，日本人に対する経済的圧迫が一層組織化されて展開する例もあつた3釦7わ)
学校においても「内地人教員排斥J. r学校職員ニ対ス ル侮蔑的態度」貯 が現れ る一万， 社会
的には刑事罰を受けない範囲での巧妙な日常的圧迫が加えられたという。軍警の情報機関もこ











f里造説 ヲ 流布 シ内地人 ヲ 見 レハ 日 ヲ 款 ツ ノレ」 に比 し て， 旧居留地の仁川では 「開港場 ト シ テ久
シキ以前ヨリ内地人ノ移住アリタルニ依リ内鮮人ノ融和他ニ其ノ比ヲ見ス」位であったとい
う4ヘまた，車春貿易の要衝で「鮮商ハーニ内地商人ニ頼ラサルヘカラサルノ関係」であった










解によるものと見なして， I騒擾」 に対 し て断固と し た鎮圧を と る よ う 要求 し たのであ る 。





の結果であって， I去勢さ れた人民は御 し易 し き も其代 り 万一の場合役に立たぬ」 と言 つ て総
督府を批判している4刊7わ)
しかしながらも，これまで在朝日本人が朝鮮人を蔑視してきたことを認め，自省を促す声も













断主義であって， I朝鮮政治の変更一新を希望す る情切な り し こ と は内鮮両民を通 じ ての こ と
なりき」として，言論の自由，政治活動の自由および地方自治の実施や参政権などを要求した
のである 50)。斎藤実新任総督の着任に前後しては， I内地延長主義」 や 「文化政治」 への確実
な支持をもって，諸般の改革(会社令撤廃，財政独立政策の放棄，減税など)を要求するように
なった5])。










かず，ただ「武断政治」を排斥するだけで， I新総督の文化政治は， 最近に至 り て文化を標梼







年 9 月 11日，上記の 4人に加えて，西崎鶴太郎(鎮南浦)，大橋恒蔵(平壌)，大池忠助(釜山) ,
香椎源太郎(釜山)，荻谷善夫(仁川)，加来栄太郎(仁川I)，古城菅堂(京城，後から参加)など
11 人が発起人を構成 し ， 9 月 22 日 に は全朝鮮主要地の府協議員中の有志， 学校組合管理者及
び知名の有志に書翰を発送して「全鮮内地人実業家有志懇話会」への参加を呼び掛けた55)。
この集会には朝鮮各地より 137名が集まり， 10 月10 日 か ら3 日間京城商業会議所で懇話会
を開いた。この懇話会に参集した人物は，それぞれが各地域の在朝日本人社会のリーダー的存











































て最も策の得たるものJ (水原・湯浅伊平) 68) ， あ る い は 「内地人が勢力せへ得れば即 ち











































朝鮮問題の根本的解決は「武力主義」にあらず， I同化」 政策に あ る と の意見を披濯 し た。

























ていた東拓移民に対して， 1920 年第一種移民を廃止 し ， 1928 年に は移民事業を全廃す る に至




















香椎源太郎(釜山商業会議所会頭，釜山府協議員，慶尚南道評議員)が「朝鮮統治私見J (1 92 1 年) 8 1)
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